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私

わたし

は 70歳
さい

を過
す

ぎてから 体
からだ

がどんどん悪
わる

くなって

しまいました。高
こう

血
けつ

圧
あつ

に白
はく

内
ない

障
しょう

に変
へん

形
けい

性
せい

関
かん

節
せつ

炎
えん

な

どになりました。膝
ひざ

関
かん

節
せつ

が痛
いた

いので、しょっちゅう 病
びょう

院
いん

に 注
ちゅう

射
しゃ

に行
い

きます。また膝の痛みでうっかり何
なん

回
かい

も転
ころ

びました。一
いち

番
ばん

ひどかった時
とき

は 救
きゅう

急
きゅう

車
しゃ

を呼
よ

び、

1
いっ

カ
か

月
げつ

入
にゅう

院
いん

。診
しん

断
だん

は第
だい

12 胸
きょう

椎
つい

の骨
こっ

折
せつ

でした。その

後
ご

も膝の痛みで足
あし

に 力
ちから

が入
はい

らず、よく転
てん

倒
とう

し、腰
よう

椎
つい

も何
なん

度
ど

か骨
こっ

折
せつ

しました。そのため、普
ふ

段
だん

の買
か

い物
もの

も家
か

事
じ

も大
たい

変
へん

でした。 

市
し

役
やく

所
しょ

の担
たん

当
とう

者
しゃ

や支
し

援
えん

相
そう

談
だん

員
いん

の配
はい

慮
りょ

と助
じょ

力
りょく

で、

私は介
かい

護
ご

認
にん

定
てい

を受
う

けることになりました。その結
けっ

果
か

、

「要
よう

介
かい

護
ご

2」になりました。部
へ

屋
や

には手
て

すりが付
つ

きまし

た。お風
ふ

呂
ろ

には座
すわ

りやすい椅
い

子
す

も入
はい

りました。歩
ほ

行
こう

器
き

 

リ
り

ハ
は

ビ
び

リ
り

中
ちゅう

です 投
とう

稿
こう
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も借

か

りられました。散
さん

歩
ぽ

や買
か

い物
もの

の時とても便
べん

利
り

です。

可
か

動
どう

ベ
べ

ッ
っ

ド
ど

も備
そな

えてもらいました。リ
り

モ
も

コ
こ

ン
ん

でベッド

を 上
じょう

下
げ

できます。腰
こし

が痛い時、ベッドの 頭
あたま

側
がわ

を上
あ

げ

られるので、起
お

きるのにとても便利です。 

 私は今
いま

、市のリ
り

ハ
は

ビ
び

リ
り

施設
しせつ

に 週
しゅう

3回
かい

通
かよ

っています。

毎
まい

回
かい

車
くるま

の送
おく

り迎
むか

えがあります。午
ご

前
ぜん

中
ちゅう

は 皆
みんな

で 順
じゅん

番
ばん

に室
しつ

内
ない

プ
ぷ

ー
ー

ル
る

に入
はい

ります。専
せん

門
もん

の先
せん

生
せい

の指
し

導
どう

で、プ

ールに入るとまず 準
じゅん

備
び

運
うん

動
どう

をして、そのあと水
みず

の中
なか

を歩
ある

きながら足
あし

を上
あ

げたり下
さ

げたりします。続
つづ

いて爪
つま

先
さき

で歩いたり 踵
かかと

で歩いたりします。水
すい

中
ちゅう

ダ
だ

ン
ん

ス
す

も教
おそ

わりました。けれど水の中でも、しゃがむこととジ
じ

ャ
ゃ

ン
ん

プ
ぷ

の動
どう

作
さ

は関節が痛くてできません。そんな時私は手

すりにつかまってそっと動
うご

くようにします。 

昼
ひる

は広
ひろ

く明
あか

るい 食
しょく

堂
どう

で 食
しょく

事
じ

をします。午
ご

後
ご

は、コ
こ

ー
ー

ラ
ら

ス
す

、折
お

り紙
がみ

、塗
ぬ

り絵
え

、群
ぐん

読
どく

、麻
まー

雀
じゃん

、将
しょう

棋
ぎ

、囲
い

碁
ご

、

カ
か

ラ
ら

オ
お

ケ
け

など色 々
いろいろ

な趣
しゅ

味
み

の班
はん

があります。4年
ねん

前
まえ

に初
はじ

めて行った頃
ころ

は何
なに

も分
わ

かりませんでしたが、最 終 的
さいしゅうてき

にコーラス班に入りました。最
さい

初
しょ

は 皆
みんな

の歌
うた

を聞
き

いて

いるだけでしたが、だんだん皆と一
いっ

緒
しょ

に先生に習
なら

って、

今では日本
にほん

の歌をたくさん歌えるようになりました。実
じつ

は 中
ちゅう

国
ごく

で歌った「 昴
すばる

」「北
きた

国
ぐに

の春
はる

」「時
とき

の流
なが

れに身
み

をまかせ」「花
はな

」などのたくさんの歌は、元
もと

は日本の歌

でした。私が一
いち

番
ばん

好
す

きな歌は「故
ふる

郷
さと

」です。 

 4 年間
かん

リハビリをして 病
びょう

状
じょう

は安
あん

定
てい

してきました。

水中は浮
ふ

力
りょく

があるので、地
じ

面
めん

より運動しやすいです。

リハビリの時に皆に会
あ

って挨
あい

拶
さつ

をしたり、軽
かる

く会
かい

話
わ

を

したりして簡単な日本語
ご

ができるようになりました。

一人
ひとり

暮
ぐ

らしはつまらないです。週３回リハビリに通って、

充 実
じゅうじつ

しています。           （N.H さん） 

 

※新
しん

型
がた

コ
こ

ロ
ろ

ナ
な

ウ
う

イ
い

ル
る

ス
す

感
かん

染
せん

を危
き

惧
ぐ

して、残
ざん

念
ねん

ながらこの春
はる

からリハビリ施設には行っていないそうです。 
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 2020年
ねん

は新型
しんがた

コロナウイルス
こ ろ な ウ イ ル ス

とともに始
はじ

まりまし

た。この記
き

事
じ

が出
で

る８月
がつ

ごろにどのような 状
じょう

況
きょう

にな

っているのか予
よ

想
そう

もつきません。５月25日
にち

に緊
きん

急
きゅう

事
じ

態
たい

宣
せん

言
げん

が全
ぜん

国
こく

で解
かい

除
じょ

されましたが、まだ警
けい

戒
かい

を緩
ゆる

め

るわけにはいきません。 

今回
こんかい

は、新型コロナウイルスを含
ふく

む「ウイルス感染

症」について 情
じょう

報
ほう

をまとめて 紹
しょう

介
かい

し、皆
みな

さんの生
せい

活
かつ

に役
やく

立
だ

てていただきたいと思
おも

います。（この情報は

2020年
ねん

６月
がつ

現在
げんざい

のものです。） 

 

▶感
かん

染
せん

症
しょう

とは 

感染症というのは、 病
びょう

原
げん

体
たい

が 体
からだ

に入
はい

って何
なん

らか

の 症
しょう

状
じょう

が出
で

る 病
びょう

気
き

で、風邪
か ぜ

やインフルエンザ
い ん ふ る え ん ざ

など、

いわゆる“うつる病気”のことです。病原体が体に入

っても症状が出る場
ば

合
あい

と出ない場合があるのは皆
みな

さん

も経
けい

験
けん

から知
し

っていると思
おも

います。抵
てい

抗
こう

力
りょく

のある人
ひと

は症状が出ない、出ても軽
かる

いということがありますね。

つまり病原体そのものの性
せい

質
しつ

や個
こ

人
じん

の免
めん

疫
えき

機
き

能
のう

の 状
じょう

態
たい

によって 状
じょう

況
きょう

が異
こと

なるわけです。病原体には、寄
き

生
せい

虫
ちゅう

・細
さい

菌
きん

・ウイルスなど色々ありますが、今回
こんかい

取

り上げるのはこのうちウイルスによる感染症です。 

 

▶ウ
う

イ
い

ル
る

ス
す

とは 

ウイルスは、一
ひと

つの細
さい

胞
ぼう

である細
さい

菌
きん

（大
だい

腸
ちょう

菌
きん

１

μ ｍ
みりみくろん

）に比
くら

べると、その 10 分の１よりさらに小さ

くて（インフルエンザウイルスは 0.1μｍ）、電
でん

子
し

顕
けん

微
び

鏡
きょう

でないと見
み

ることはできません。単
たん

独
どく

では増
ぞう

殖
しょく

で

きず、他
ほか

の生
せい

物
ぶつ

の細胞に侵
しん

入
にゅう

して増殖します。細菌

には抗
こう

菌
きん

薬
やく

（抗
こう

生
せい

剤
ざい

・抗
こう

生
せい

物
ぶっ

質
しつ

）が効
き

きますが、ウ

医療・生活 

ウ
う

イ
い

ル
る

ス
す

感
かん

染
せん

症
しょう

の基
き

礎
そ

知
ち

識
しき
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イルスには抗
こう

ウイルス
ウ イ ル ス

薬
やく

が必要
ひつよう

です。けれどもその

種類
しゅるい

は限
かぎ

られています。 

 

▶ウ
う

ィ
ぃ

ル
る

ス
す

感
かん

染
せん

症
しょう

の種
しゅ

類
るい

 

一
いち

番
ばん

多
おお

いのが呼
こ

吸
きゅう

器
き

感
かん

染
せん

症
しょう

で、かぜ・インフルエ

ンザ・肺炎
はいえん

などがあります。ほかにノロ
の ろ

ウイルスやロタ
ろ た

ウイルスによるウイルス性
せい

胃
い

腸
ちょう

炎
えん

もよく聞
き

きます。

さらにウイルス性肝炎
かんえん

、ウイルス性髄
ずい

膜炎
まくえん

など、ウイ

ルスが引
ひ

き起
お

こす 病
びょう

気
き

は様々
さまざま

です。 

呼吸器系
けい

ウイルス感染症には次
つぎ

のようなものがあり

ます。いずれも皆
みな

さんが聞いたことがある名
な

前
まえ

ですね。 

・鳥
とり

インフルエンザ  ・豚
ぶた

インフルエンザ   

・かぜ（感冒
かんぼう

）    ・インフルエンザ（ 流
りゅう

感
かん

） 

・ コ ロ ナ ウ イ ル ス に よ る 急
きゅう

性
せい

呼
こ

吸
きゅう

器
き

症
しょう

候
こう

群
ぐん

（COVID
こ び っ ど

－19・MERS
ま ー ず

・SARS
さ ー ず

） 

コロナウイルスはいくつか種類があり、そのうち３

種類のコロナウイルスによる３つの感染症は 重
じゅう

症
しょう

化
か

する傾
けい

向
こう

があります。①COVID-19 が今
いま

猛
もう

威
い

を振
ふ

るっ

ている新型コロナウイルス感染症で、②MERSが2012

年に 流
りゅう

行
こう

した 中
ちゅう

東
とう

呼
こ

吸
きゅう

器
き

症
しょう

候
こう

群
ぐん

、③SARS が

2002 年に流行した 重
じゅう

症
しょう

急
きゅう

性
せい

呼吸器症候群です。 

これ以
い

外
がい

のコロナウイルスはかぜ 症
しょう

状
じょう

を引
ひ

き起
お

こす軽
けい

症
しょう

のウイルスです。

COVID-19 は、MERS や SARS に比べれば

重症肺炎を引き起こす可
か

能
のう

性
せい

は低
ひく

いと言われています

が、診断
しんだん

されていない無
む

症
しょう

状
じょう

・軽
けい

症
しょう

の感
かん

染
せん

者
しゃ

が多
た

数
すう

存
そん

在
ざい

するために、感染
かんせん

拡大
かくだい

が抑
おさ

えられないという

問題
もんだい

があります。 

 

▶感
かん

染
せん

経
けい

路
ろ

 

ウイルス感染症は、ウイルスを飲
の

み込
こ

んだり、吸
す

い

込んだり、虫
むし

に刺
さ

されたりすることで感染します。性
せい

的
てき

接
せっ

触
しょく

・輸
ゆ

血
けつ

で感染する場
ば

合
あい

もあります。感染経路

は、伝
でん

播
ぱ

の仕
し

方
かた

によって以下
い か

のように分類
ぶんるい

される場合

もあります。 
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今回
こんかい

の新型コロナウイルスに関
かん

しては、②の飛沫感

染のほか①の接触感染に 注
ちゅう

意
い

することが呼
よ

び掛
か

けら

れています。人
ひと

が無
む

意
い

識
しき

に顔
かお

を触
さわ

ることによって、手

指を介して目・鼻・口等の粘膜からウイルスが侵
しん

入
にゅう

する可
か

能
のう

性
せい

が高いからです。とくに、子どもは注意が

必要です。※新型コロナも、特
とく

殊
しゅ

な環
かん

境
きょう

では(飛沫核

による)空気感染の可能性はゼロ
ぜ ろ

ではないと言われて

います。 

 

▶予
よ

防
ぼう

 

ウイルス感染症の予防にはワクチンの接種
せっしゅ

が有効
ゆうこう

で

すが、一般的
いっぱんてき

な対策
たいさく

として 最
もっと

も有効なのは、頻繁
ひんぱん

に

徹底的
てっていてき

に石鹸
せっけん

で手
て

を洗
あら

うことです。手洗いが出
で

来
き

ない

場
ば

所
しょ

では、アルコールによる手指の 消
しょう

毒
どく

も有効です。 

表①の接
せっ

触
しょく

感
かん

染
せん

に関しては、ウイルスが付
ふ

着
ちゃく

※し

ている可能性がある 共
きょう

用
よう

の場所（手
て

すり・ドアノブ
ど あ の ぶ

・

トイレ
と い れ

回
まわ

り等）を消毒することも有効と言われていま

すが、アルコールの濃
のう

度
ど

（70～80％が最も有効）に

 

感
かん

染
せん

経
けい

路
ろ

 伝
でん

播
ぱ

のしかた 代
だい

表
ひょう

的
てき

な例
れい

 

接
せっ

触
しょく

感染 手
て

指
ゆび

・ 食
しょく

品
ひん

・器
き

具
ぐ

などを介
かい

してうつる ノ
の

ロ
ろ

ウ
う

ィ
ぃ

ル
る

ス
す

・ロタウイルス 

飛
ひ

沫
まつ

感染 

 

 
咳
せき

・くしゃみ・会
かい

話
わ

などで放
ほう

出
しゅつ

された飛
ひ

沫
まつ

粒
りゅう

子
し

（５μｍ以上）が口
くち

・鼻
はな

・目
め

の粘膜
ねんまく

に付
ふ

着
ちゃく

し

てうつる。粒子は空
くう

気
き

中
ちゅう

に浮
ふ

遊
ゆう

し続
つづ

けない。 

インフルエンザウイルス・風疹
ふうしん

ウイル

ス・コロナウイルス 

 

 

空
くう

気
き

感染 

(飛沫核による) 

 

咳・くしゃみなどで放出された飛沫核
かく

（５μｍ以

下）※を吸い込むことでうつる。飛沫核は空気中

に浮遊し続ける。 

結
けっ

核
かく

菌
きん

・麻
ま

疹
しん

ウイルス・水痘
すいとう

ウイルス 

 

 

媒介物
ばいかいぶつ

感染 水
みず

・食品・昆
こん

虫
ちゅう

・血
けつ

液
えき

などを介してうつる 食
しょく

中
ちゅう

毒
どく

・結
けっ

核
かく

・マ
ま

ラ
ら

リ
り

ア
あ

など 
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よって効
こう

果
か

に差
さ

があります。また、ウイルスの性質に

よって、アルコールの効果が期
き

待
たい

できない場合もあり

ます(ノロウイルス・ロタウイルスには効かない)。家
か

庭
てい

内
ない

では、タ
た

オ
お

ル
る

や 食
しょっ

器
き

などの日
にち

用品
ようひん

を共用しない

ことも 重
じゅう

要
よう

です。 

表②の飛
ひ

沫
まつ

感
かん

染
せん

を予防するには、咳
せき

エチケット
え ち け っ と

＝ウ

イルス保
ほ

有
ゆう

者
しゃ

がマ
ま

ス
す

ク
く

をして飛沫を出さないことが最
さい

重
じゅう

要
よう

です。マスクがない場合は、ティッシュ
て ぃ っ し ゅ

や

ハンカチ
は ん か ち

、または 上
じょう

腕
わん

で口
くち

と鼻
はな

を覆
おお

うことでも効果

があります。ただ、一般のマスクの

穴
あな

はウイルスよりずっと大きいの

で、ウイルスの侵入を防
ふせ

ぐ効
こう

果
か

は

ほとんどありません。飛沫を浴
あ

び

ない・吸い込まないためには、密閉
みっぺい

空間
くうかん

を避
さ

けること（換
かん

気
き

を励行）、

他
た

人
にん

との距
きょ

離
り

を２ｍ（飛沫が届
とど

く範
はん

囲
い

）以
い

上
じょう

とるこ

と、近
ちか

い距離で 長
ちょう

時
じ

間
かん

会
かい

話
わ

しないこと、これらが大切
たいせつ

です。いわゆる、三
さん

蜜
みつ

（密閉
みっぺい

・密 集
みっしゅう

・密接
みっせつ

）を避
さ

け

るという戦
せん

略
りゃく

です。 

表③の空
くう

気
き

感
かん

染
せん

を防
ふせ

ぐには厳
げん

重
じゅう

な隔
かく

離
り

が必
ひつ

要
よう

で

す。医
い

療
りょう

者
しゃ

が使
つか

う N
えぬ

95等
など

の高
こう

機
き

能
のう

マスクでないとウ

イルスの侵
しん

入
にゅう

を防ぐことはできません。 

今回の新型コロナウイルスは(飛沫核による)空気感

染しないとも言われていますが、可能性はゼロとは言

えず、感
かん

染
せん

力
りょく

も強
つよ

いので、医療機
き

関
かん

などでは空気感

染並
な

みの対
たい

策
さく

がとられているようです。 

いずれにせよ、ウイルス感染症をうつさない・うつ

らないためには、しっかり手を洗うこと、人との接触

を減らすこと、咳エチケットを守
まも

ること等が重要です。

また、十
じゅう

分
ぶん

な栄
えい

養
よう

と 休
きゅう

養
よう

をとって、自
じ

身
しん

の免
めん

疫
えき

力
りょく

を高
たか

めておくことも重要です。 

 

※ウイルスの生
せい

存
ぞん

期
き

間
かん

：ウイルスが物質
ぶっしつ

の表 面
ひょうめん

で

どのくらい生存しているかについては、ウイルスの種類
しゅるい
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や物質の性質
せいしつ

によって差
さ

があるようです。新型コロナ

ウイルスに関しては、段
だん

ボ
ぼ

ー
ー

ル
る

の上
うえ

でも 24時
じ

間
かん

、

プラスチック
ぷ ら す ち っ く

やステンレス
す て ん れ す

などの金属
きんぞく

の上では 2、3

日生存しているという研
けん

究
きゅう

結
けっ

果
か

もあります。 

 

▶診断
しんだん

 

麻
ま

疹
しん

・風
ふう

疹
しん

・水
すい

痘
とう

などは、症
しょう

状
じょう

に基
もと

づいて医師
い し

が

診断
しんだん

できますが、それ以外の感染症は、血
けつ

液
えき

検
けん

査
さ

・培
ばい

養
よう

検査などを 行
おこな

います。流
りゅう

行
こう

するインフルエンザな

どの感染症は、 周
しゅう

囲
い

の患
かん

者
じゃ

の存
そん

在
ざい

などから診断がつ

く場合もあります。 

新型コロナウイルスで話
わ

題
だい

になった P
ぴー

C
しー

R
あーる

検
けん

査
さ

は、

鼻
はな

の奥
おく

の粘膜
ねんまく

をぬぐった液
えき

や唾
だ

液
えき

などを材
ざい

料
りょう

にして、

病
びょう

原
げん

体
たい

の遺
い

伝
でん

子
し

を増
ふ

やすことで陽性
ようせい

か陰性
いんせい

かわかり

ます。検査には場
ば

所
しょ

と人
ひと

手
で

が必
ひつ

要
よう

で、日本ではなかな

か検査数
すう

が増
ふ

えていません（2020 年 6 月時点）。ま

た、結
けっ

果
か

がわかるまでに時間がかかります。検査精
せい

度
ど

も 70 %
ぱーせんと

程
てい

度
ど

と言われています。 

インフルエンザの簡
かん

易
い

検査で用
もち

いられているのが抗
こう

原
げん

検
けん

査
さ

で、鼻の奥をぬぐった液や唾液などを材料に、

病原体の一
いち

部
ぶ

を別
べつ

の液
えき

体
たい

と合
あ

わせて反応
はんのう

をみるもので

す。数
すう

分
ふん

後
ご

には結果が出るので簡
かん

便
べん

ですが、正
せい

確
かく

さに

問
もん

題
だい

があるようです。 

血
けつ

液
えき

を採
さい

取
しゅ

して、抗
こう

体
たい

検
けん

査
さ

を 行
おこな

う場合もあります。

病原体が体
たい

内
ない

に入
はい

ったときに作
つく

られるたんぱく質
しつ

＝抗

体の有無
う む

を調
しら

べるもので、数分
すうふん

で結果がわかるのでこ

ちらも簡便ですが、現在
げんざい

かかっているかどうかを調べ

るというより、過去
か こ

にかかったかどうかがわかるもの

です。抗体があれば（＝陽性
ようせい

）、二
に

度
ど

とその感染症にか

からないかというと、そうとも言
い

い切
き

れません。ウイ

ルスによって差があるようで、麻疹や風疹は一
いち

度
ど

かか

るとかかりにくいと言われていますが、新型コロナウ

イルスについては抗体がどのくらい持
じ

続
ぞく

するかなど、

まだわかっていません。 
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▶治
ち

療
りょう

 

ウイルス感染症には特
とく

別
べつ

な治
ち

療
りょう

法
ほう

はなく、脱水
だっすい

・

発熱
はつねつ

・痛
いた

みなどの 症
しょう

状
じょう

を改
かい

善
ぜん

する対
たい

症
しょう

療
りょう

法
ほう

が 中
ちゅう

心
しん

になります。また、インフルエンザについては数
すう

種
しゅ

類
るい

の 薬
くすり

がありますが、多
おお

くのウイルス感染症には効
こう

果
か

的
てき

な抗
こう

ウイルス
ウ イ ル ス

薬
やく

がありません。新型
しんがた

コロナ
こ ろ な

関連
かんれん

の

報道
ほうどう

で耳
みみ

にするア
あ

ビ
び

ガ
が

ン
ん

( 錠
じょう

剤
ざい

)やレ
れ

ム
む

デ
で

シ
し

ビ
び

ル
る

(点
てん

滴
てき

)は、他
ほか

の感染症の治
ち

療
りょう

薬
やく

であり、まだその効
こう

果
か

に

ついては実
じっ

証
しょう

されていません。 

新型コロナは多くの人が、感染しても無
む

症
しょう

状
じょう

また

は軽
けい

症
しょう

で済
す

むのですが、ワ
わ

ク
く

チ
ち

ン
ん

が未
み

開
かい

発
はつ

であり、

有
ゆう

効
こう

な治
ち

療
りょう

薬
やく

も無
な

いため、世
せ

界
かい

中
じゅう

の人
ひと

の 脅
きょう

威
い

とな

っています。治療法が確立
かくりつ

されていない段階
だんかい

では、と

にかくウイルスにさらされないよう気
き

をつけるしかあ

りません。とくに高
こう

齢
れい

者
しゃ

や基
き

礎
そ

疾
しっ

患
かん

のある人
ひと

は 重
じゅう

症
しょう

化
か

しやすいため、細
さい

心
しん

の 注
ちゅう

意
い

が必
ひつ

要
よう

です。 

これから秋
あき

から冬
ふゆ

に向
む

けて、インフルエンザの 流
りゅう

行
こう

と新型コロナウイルスの再
さい

流行が懸
け

念
ねん

されていま

す。似
に

た 症
しょう

状
じょう

があるため区
く

別
べつ

がつきにくく、厄
やっ

介
かい

で

す。ただ、インフルエンザは予
よ

防
ぼう

接
せっ

種
しゅ

がありますし、

どちらも、今
こん

回
かい

ご 紹
しょう

介
かい

した予
よ

防
ぼう

法
ほう

が有
ゆう

効
こう

ですので気
き

を抜
ぬ

くことなく地
じ

道
みち

な対
たい

策
さく

を続
つづ

けましょう。 

 

▶相談
そうだん

窓口
まどぐち

 

 かかったかなと思
おも

ったときの相談窓口は、ネットで、 

コロナ  相談  都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

名
めい

  検索 で探
さが

す

ことができます。 

 

※本原稿
ほんげんこう

の執筆
しっぴつ

の際
さい

に、以下
い か

のサイト
さ い と

を参考
さんこう

にし

ました：M
えむ

S
えす

D
でぃー

マ
ま

ニ
に

ュ
ゅ

ア
あ

ル
る

家
か

庭
てい

版
ばん

、厚
こう

生
せい

労
ろう

働
どう

省
しょう

H
ほーむ

P
ぺーじ

感
かん

染
せん

症
しょう

情
じょう

報
ほう

、東
とう

京
きょう

都
と

感
かん

染
せん

症
しょう

情
じょう

報
ほう

センター、

A
えー

M
えむ

R
あーる

臨
りん

床
しょう

リ
り

フ
ふ

ァ
ぁ

レ
れ

ン
ん

ス
す

センター、感
かん

染
せん

症
しょう

.com
こ む

、

国
こく

立
りつ

感
かん

染
せん

症
しょう

研
けん

究
きゅう

所
じょ

、その他       （O） 
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新型コロナウイルス感

かん

染
せん

症
しょう

（以
い

下
か

新型コロナ、又
また

はコロ

ナ）は、あっという間
ま

に世
せ

界
かい

に広
ひろ

がり、パ
ぱ

ン
ん

デ
で

ミ
み

ッ
っ

ク
く

を引
ひ

き起
お

こし、 私
わたし

たちの社
し ゃ

会
かい

に大
おお

きな影
えい

響
きょう

をもたらしました。今
こん

号
ごう

も親
おや

子
こ

３人
にん

（父
ちち

・母
はは

・高
こう

校
こう

生
せい

A
えー

美
み

）の会
かい

話
わ

を通
とお

して、新型コロ

ナ流行
りゅうこう

以来
い ら い

の生活
せいかつ

様式
ようしき

、勤
きん

務
む

形態
けいたい

や学習
がくしゅう

の変化
へ ん か

について

考
かんが

えるとともに、公的
こうてき

支援
し え ん

についての情報
じょうほう

の取
と

り方
かた

をお

伝
つた

えします。（情報は 6月
がつ

現
げん

在
ざい

のものです。） 

 

★生活の変
へん

容
よう

 

母：（買
か

い物
もの

袋
ぶくろ

を提
さ

げて帰
かえ

ってくる）  

はあ、もう死
し

にそう。暑
あつ

い暑い。マ
ま

ス
す

ク
く

 の

中
なか

に息
いき

がこもってベ
べ

タ
た

ベ
べ

タ
た

になっちゃった。 

A 美：お帰り～、お母さん手
て

洗
あら

い ！  

母：わかってる。（手を洗いながら）ふう。  

まだまだ暑くてマスクはほんとにつらいわー。 

A 美：お母さん、自
じ

転
てん

車
し ゃ

に乗
の

ってる時
とき

もマスクをしてたの？ 

２メ
め

ー
ー

ト
と

ル
る

以
い

上
じょう

ソ
そ

ー
ー

シ
し

ャ
ゃ

ル
る

デ
で

ィ
ぃ

ス
す

タ
た

ン
ん

ス
す

が保
たも

たれていれば、

マスクはしなくていいんだよ。かえって熱
ねっ

中
ちゅう

症
しょう

の危
き

険
けん

が

あって怖
こわ

いのよ。新型コロナは、ウイルス感染していても症
しょう

状
じょう

の出
で

ない人
ひと

がいるから、自
じ

覚
かく

症
しょう

状
じょう

がなくても他
た

人
にん

に

うつさないためにマスクをするのよ。混
こ

んだ電
でん

車
し ゃ

の中
なか

やス
す

ー
ー

パ
ぱ

ー
ー

では絶
ぜっ

対
たい

にマスクは必
ひつ

要
よう

だけど、自
じ

転
てん

車
し ゃ

を漕
こ

いでい

る時や散
さん

歩
ぽ

する時は、近
ちか

くに人がいなければ外
はず

していいん

だよ。 

母：そうね。むやみにコロナばかり怖
こわ

がって、別
べつ

の 病
びょう

気
き

にな

ったんじゃしょうがないわね。 

A 美：そう。おばあちゃんだって、最
さい

初
し ょ

はス
す

ト
と

レ
れ

ス
す

で大
たい

変
へん

だっ

たじゃない。3月
がつ

の終
お

わりから、いつも楽
たの

しみに出かけてい

生活 

生
せい

活
かつ

・ 就
しゅう

業
ぎょう

の変
へん

化
か

 支
し

援
えん

制
せい

度
ど

 

 

新
しん

型
がた

コ
こ

ロ
ろ

ナ
な

ウ
う

イ
い

ル
る

ス
す

の感染
かんせん

が拡大
かくだい

する中
なか

で、 

私
わたし

たちの暮
く

らしは…… 
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た支
し

援
えん

・交
こう

流
りゅう

セ
せ

ン
ん

タ
た

ー
ー

の活
かつ

動
どう

が 中
ちゅう

止
し

になって、がっかりし

ちゃって。でも 昔
むかし

の「天
てん

天
てん

好
こう

日
じつ

」を引
ひ

っ張
ぱ

り出してきて、家
いえ

の

中
なか

でもできる筋
きん

ト
と

レ
れ

（「天天好日」70・72・74・76号
ごう

「みんな

のト
と

レ
れ

ー
ー

ニ
に

ン
ん

グ
ぐ

」） 

 https://www.sien-center.or.jp/magazine/list/m9.html 

をするようになって、少
すこ

し元
げん

気
き

になったわね。

高
こう

齢
れい

者
し ゃ

は若
わか

い人
ひと

と比
くら

べて、筋
きん

肉
にく

の 衰
おとろ

えがず

っと早
はや

いっていうから、 体
からだ

を動
うご

かすことは大
だい

事
じ

ね。それに、筋肉量
りょう

が減
へ

ると水
すい

分
ぶん

の 貯
たくわ

え

が減って、熱
ねっ

中
ちゅう

症
しょう

になりやすいんだって ！  

母：ほんとよね。毎
まい

日
にち

家にこもりっきりで、誰
だれ

とも 話
はなし

をする機
き

会
かい

がないって聞
き

いたから、ずいぶん心
しん

配
ぱい

したけど、今
いま

では

zoom
ず ー む

（テレビ電話システムサービスの 1 つ）を使
つか

って、スマ

ホでお友
とも

達
だち

の顔
かお

を見
み

ながらおしゃべりしたり、踊
おど

ったりして

るって。 

 

 

 

★勤
きん

務
む

形態の変容 

父：（web
う ぇ ぶ

会
かい

議
ぎ

を終
お

えて居
い

間
ま

に入
はい

ってくる）お義
か

母
あ

さん、

zoom が使
つか

えるんだって？ そりゃよかった。使い方
かた

を教
おし

えた

俺
おれ

のお陰
かげ

だな。ホ
ほ

ス
す

ト
と

の送
おく

ってくる U
ゆー

R
あーる

L
える

をクリック
く り っ く

する

か、ミ
み

ー
ー

テ
て

ィ
ぃ

ン
ん

グ
ぐ

I
あい

D
でぃー

とパ
ぱ

ス
す

ワ
わ

ー
ー

ド
ど

を両方 入
にゅう

力
りょく

すれば、簡
かん

単
たん

に複
ふく

数
すう

の人
ひと

とテ
て

レ
れ

ビ
び

電
でん

話
わ

がつながるんだからな。 

A 美：なに言
い

ってんの、私のお陰よー。お父さんの在
ざい

宅
たく

勤
きん

務
む

より、私が行
い

ってる塾
じゅく

のオ
お

ン
ん

ラ
ら

イ
い

ン
ん

授
じゅ

業
ぎょう

のほうが早
はや

かった

わ。 

父：そうだったかな。学
がっ

校
こう

は３月
がつ

から 休
きゅう

校
こう

に入
はい

っていたんだ

ったな。会社
かいしゃ

は、時差
じ さ

出勤
しゅっきん

から始
はじ

まって時
じ

短
たん

勤務になり、

メール
め ー る

や電話
で ん わ

の転送
てんそう

の手配
て は い

が 整
ととの

って、やっと在宅勤務が

可
か

能
のう

になったもんな。 

母：ええ。あの頃
ころ

はク
く

ラ
ら

ス
す

タ
た

ー
ー

感
かん

染
せん

、 P
ぴー

C
しー

R
あーる

検
けん

査
さ

、院
いん

内
ない

感
かん

染
せん

、医
い

療
りょう

崩
ほう

壊
かい

、ロ
ろ

ッ
っ

ク
く

ダ
だ

ウ
う

ン
ん

（都
と

市
し

封
ふう

鎖
さ

）……日
ひび

々 新
あたら

しい

言
こと

葉
ば

が飛
と

び交
か

って、毎日、感染者
し ゃ

が 急
きゅう

増
ぞう

していったわね。 

父：自
じ

粛
しゅく

が解
かい

除
じ ょ

になった後
あと

も、「在宅勤務でできることは在

宅で」となったおかげで、満
まん

員
いん

電
でん

車
し ゃ

に乗
の

る回
かい

数
すう

が減
へ

って助
たす
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かったよ。 

A 美：お母さん、「あの頃は」なんて懐
なつ

かしんでる場
ば

合
あい

じゃな

いわ。私なんか観
かん

光
こう

イ
い

ベ
べ

ン
ん

ト
と

のア
あ

ル
る

バ
ば

イ
い

ト
と

で、今
いま

頃
ごろ

は 忙
いそが

しく

てたくさん稼
かせ

いでるはずだったのに。オ
お

リ
り

ン
ん

ピ
ぴ

ッ
っ

ク
く

が延
えん

期
き

に

なって、アルバイト代
だい

がゼ
ぜ

ロ
ろ

になっちゃったんだから。大
だい

学
がく

生
せい

や派
は

遣
けん

の社員
しゃいん

さんはもう大変よ。 

父：あんなにたくさんいた外
がい

国
こく

人
じん

観
かん

光
こう

客
きゃく

を一
ひと

人
り

も見
み

かけな

くなったからな。アルバイトで学
がく

費
ひ

や生
せい

活
かつ

費
ひ

を工
く

面
めん

していた

学生は大変だろう。ス
す

ポ
ぽ

ー
ー

ツ
つ

や音
おん

楽
がく

イベントも 中
ちゅう

止
し

になっ

て、経
けい

済
ざい

面
めん

、学
がく

習
しゅう

面
めん

だけでなく精
せい

神
しん

的
てき

打
だ

撃
げき

も計
はか

り知
し

れな

いだろうな。 

 

★助
じ ょ

成
せい

や支援制
せい

度
ど

 

A 美：でも、アルバイト先
さき

が 休
きゅう

業
ぎょう

になって影
えい

響
きょう

を受
う

けた大

学生には「学生支援緊
きん

急
きゅう

給
きゅう

付
ふ

金
きん

」が出るのに、高
こう

校
こう

生
せい

に

はないのよ。 

母：あなたのアルバイト代
だい

はお小
こ

遣
づか

い稼
かせ

ぎでしょ。大学生は

学
がく

費
ひ

が払
はら

えなくなったら、退
たい

学
がく

せざるを得
え

ないのよ。学費

高
たか

いんだから。 

父：確
たし

かに。支援策
さく

もいろいろ打
う

ち出
だ

されたな。一
ひと

人
り

１０万
まん

円
えん

の特
とく

別
べつ

定
てい

額
がく

給
きゅう

付
ふ

金
きん

や、家
や

賃
ちん

が払
はら

えなくなった人への住
じゅう

居
きょ

確
かく

保
ほ

給
きゅう

付
ふ

金
きん

枠
わく

も拡
かく

充
じゅう

された。それに学校の休
きゅう

業
ぎょう

で仕

事を休まざるを得なかった人や、そういう人を雇
やと

っている会

社への小
しょう

学
がっ

校
こう

休
きゅう

業
ぎょう

等
とう

対
たい

応
おう

支
し

援
えん

金
きん

・助
じ ょ

成
せい

金
きん

や、大
おお

きく減
げん

収
しゅう

した事
じ

業
ぎょう

者
し ゃ

には持
じ

続
ぞく

化
か

給
きゅう

付
ふ

金
きん

、税
ぜい

金
きん

や社
し ゃ

会
かい

保
ほ

険
けん

料
りょう

納
のう

付
ふ

の猶
ゆう

予
よ

など。これからも必
ひつ

要
よう

に応
おう

じて 新
あたら

しいものが出て

くるだろう。厚
こう

生
せい

労
ろう

働
どう

省
しょう

のペ
ぺ

ー
ー

ジ
じ

に案
あん

内
ない

があるよ。 

「生活を支
ささ

えるための支援のご案内」

https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/00062

5689.pdf 

母：そうね、イ
い

ン
ん

タ
た

ー
ー

ネ
ね

ッ
っ

ト
と

の検
けん

索
さく

サ
さ

イ
い

ト
と

で、 

 コロナ  支援     検索  と打
う

ち込
こ

むと、支

援策をまとめて案内しているサイトも見
み

つかるわ。 

A 美：お母さん、 中
ちゅう

国
ごく

帰
き

国
こく

者
し ゃ

支援・交流センターのウ
う

ェ
ぇ

ブ
ぶ

ペ

ージには、中国語
ご

や「やさしい日
に

本
ほん

語
ご

」で新型コロナ情報が
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・

欸

欸

収
しゅう

集
しゅう

できるサイトへのリ
り

ン
ん

ク
く

がたくさん貼
は

ってあるよ。 

「新型コロナウイルス関
かん

連
れん

多
た

言
げん

語
ご

情報」

https://www.kikokusha-

center.or.jp/shien_joho/seikatsu/korona-

c_top.htm 

母：それは助
たす

かるわね。おばあちゃんにも知
し

らせるといいわ。 

 

★新型コロナとの共
きょう

存
ぞん

 

A 美：あ～、お腹
なか

すいたー。 

母：さ、ご飯
はん

にしましょ。あなたたちが外
がい

食
しょく

しなくなって、家
か

族
ぞく

の 絆
きずな

が戻
もど

ってきたようでうれしいわ～。 

父：おっと、絆はいいけど、 話
はなし

に 

 夢
む

中
ちゅう

になりすぎて「密
みつ

」状
じょう

態
たい

に 

なっちゃったな。 

A 美：ほんとだ！ 換
かん

気
き

、換気。（二
に

か 

 所
し ょ

の窓
まど

を開
あ

け、風
かぜ

を通
とお

す） 

父：この新型コロナとはまだまだ長
なが

 

い付
つ

き合
あ

いになるから、気
き

を緩
ゆる

めるんじゃないぞ。 

A 美：どういうこと？ 

父：この新型コロナっていうのは、「封
ふう

じ込
こ

め」、つまり人
にん

間
げん

社
し ゃ

会
かい

から完
かん

全
ぜん

に追
お

い出
だ

すのは 難
むずか

しいと言
い

われているん

だ。 

母： 今はまだワ
わ

ク
く

チ
ち

ン
ん

も治
ち

療
りょう

法
ほう

も確
かく

立
りつ

されていないから、

これからもウイルスと共存していかなきゃいけないって、よ

く聞くわね。 

A 美：え～？ 感染者

が減
へ

っていけば、コロ

ナウイルスもなくな

るのかと思
おも

ってた。 

父：世
せ

界
かい

中
じゅう

で 6割
わり

ぐらいの人が感染して「集
しゅう

団
だん

免
めん

疫
えき

」がで

きた後
あと

は、感染する人がほとんどいなくなると言われてい

るけど、それには１、２年
ねん

はかかるらしいよ。ワクチンが開
かい

発
はつ

さ

れて、それが世界中の人に投与
と う よ

されるようになるにもその

くらいかかるという。この間
かん

に、再
さい

流
りゅう

行
こう

が何
なん

度
ど

か起
お

きる可
か

能
のう

性
せい

があるんだ（第
だい

2、第 3 の波
なみ

）。 
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A 美：コロナウイルスはずっと私たちの周
まわ

りにいるのね。身
み

を

守
まも

るためには私たち自
じ

身
しん

でウイルスと共存する方
ほう

法
ほう

を身に

着
つ

けないといけないってことね。 

母：そうそう。さあ、ご飯、ご飯。大
おお

皿
ざら

から取
と

る時
とき

は 必
かなら

ず取
と

り

箸
ば し

を使
つか

ってね ！                          

                     （Y)        

 

 

 

 

 

 
新
しん

型
がた

コ
こ

ロ
ろ

ナ
な

ウ
う

イ
い

ル
る

ス
す

の 影 響
えいきょう

で 外 出
がいしゅつ

する機
き

会
かい

が 

減
へ

って運 動
うんどう

不足
ぶそく

になっている方
かた

もいると思
おも

います。 

ただし 急
きゅう

に激
はげ

しい運 動
うんどう

をするのは危険
きけん

です。 

まずは負担
ふたん

の少
すく

ない簡 単
かんたん

な体 操
たいそう

から始
はじ

めてみまし 

ょう。今 回
こんかい

は家
いえ

で気軽
きがる

にできる簡 単
かんたん

な体 操
たいそう

を 紹
しょう

 

介
かい

します。ゆっくりとした呼
こ

吸
きゅう

と合
あ

わせてやるのが 

コツです。 

１）手首
てくび

・足 首
あしくび

まわし 

イス
い す

に座
すわ

るとやりやすくなります。自
し

然
ぜん

な呼
こ

吸
きゅう

を 

しながら、ゆっくりとまわしてくださいね。 

        

手
て

首
くび

 右
みぎ

まわし５回
かい

→ 左
ひだり

まわし５回
かい

      足 首
あしくび

 右
みぎ

まわし５回
かい

→ 左
ひだり

まわし５回
かい

  
 

 

 

 

 

 

※

※ 両
りょう

手
て

いっしょに。                ※少
すこ

し足を伸
の

ばすと、まわしやすくなります。

高
こう

齢
れい

者
しゃ

のための簡
かん

単
たん

な体
たい

操
そう
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２）グーパーグーパー 

手
て

と足
あし

でじゃんけんのグーとパーを交
こう

互
ご

に作
つく

りま 

す。まずは手
て

で 行
おこな

い、終
お

わったら足
あし

でやってみま 

しょう。 

パーのときは、しっかり指 先
ゆびさき

をのばすようにしま 

しょう。足
あし

のときは指
ゆび

と指
ゆび

の 間
あいだ

を開
ひら

くように意
い

識
しき

 

してみてください。 

グーの時
とき

に息
いき

を吐
は

いてパーの時
とき

に吸
す

うか、その 

逆
ぎゃく

か、どちらでもやりやすい方
ほう

でやってみてくだ 

さい。 

  

 

パーのときは、しっかり指先をのばすようにしましょう。 

 

足のときは指と指の 間
あいだ

を開
ひら

くように意
い

識
しき

してみてください。 

 
３）首

くび

まわしと首曲
ま

げ 

 息
いき

を吐
は

きながら首
くび

をゆっくり動
うご

かして血
けつ

流
りゅう

をよ 

くしていきましょう。凝
こ

りや頭
ず

痛
つう

にも効
こう

果
か

がありま 

す。まわりきったところで息
いき

をゆっくり吸
す

います。 

右
みぎ

まわし２回
かい

→ 左
ひだり

まわし２回
かい

→左
さ

右
ゆう

に曲げる→ 

前
ぜん

後
ご

に曲げる 

 

    、 、 ) 

    首を左右、前後に曲げる 

                  
首まわし 

 
４）肩

かた

の上
あ

げ下
さ

げ 

 力
ちから

を抜
ぬ

いて自
し

然
ぜん

な姿
し

勢
せい

で座
すわ

ります（立
た

ちます）。 

 息
いき

をゆっくり吸
す

いながら肩
かた

を上
あ

げる（一 番 上
いちばんうえ

で３ 

秒
びょう

止
と

める。息
いき

も止
と

める） 
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→息
いき

をゆっくり吐
は

きながら肩
かた

を下
さ

げる（一 番 下
いちばんした

で 

３ 秒
びょう

止
と

める）。２、３回
かい

繰
く

り返
かえ

しましょう。 

 

      

         

肩を上げる 

 

 
５）深

しん

呼
こ

吸
きゅう

 

 最
さい

後
ご

は深
しん

呼
こ

吸
きゅう

です。鼻
はな

からゆっくり息
いき

を吸
す

って、 

口
くち

からゆっくり吐
は

きます。２，３回
かい

繰
く

り返
かえ

しましょ 

う。気
き

分
ぶん

もすっきりすると思
おも

います。 

 

 

 

                               

 
今 回
こんかい

、ご 紹
しょう

介
かい

した体 操
たいそう

は手
て

軽
がる

で簡
かん

単
たん

にできる 

と思
おも

いますので、できるだけ毎
まい

日
にち

続
つづ

けるようにし 

てください。              （K） 

 

 

 

2020年
ねん

度
ど

 高
こう

校
こう

進
しん

学
がく

・進
しん

路
ろ

ガ
が

イ
い

ダ
だ

ン
ん

ス
す

情
じょう

報
ほう

  

 

 

日
に

本
ほん

の高校に進学を希
き

望
ぼう

する 中
ちゅう

国
ごく

帰
き

国
こく

者
しゃ

や外
がい

国
こく

人
じん

の 中
ちゅう

学
がく

生
せい

とその保
ほ

護
ご

者
しゃ

のための進学・進路

ガイダンスが各
かく

地
ち

で 行
おこな

われています。その地
ち

域
いき

に

多
おお

い外 国 人
がいこくじん

住
じゅう

民
みん

の母
ぼ

語
ご

による通
つう

訳
やく

が付
つ

きます。 

※最
さい

新
しん

情報は、当
とう

セ
せ

ン
ん

タ
た

ー
ー

のウ
う

ェ
ぇ

ブ
ぶ

サ
さ

イ
い

ト
と

の進

学・進路情報のコ
こ

ー
ー

ナ
な

ー
ー

で随
ずい

時
じ

更
こう

新
しん

していますが、

今年
ことし

はコ
こ

ロ
ろ

ナ
な

の影
えい

響
きょう

で開
かい

催
さい

数
すう

が減
へ

っています。 

 

 

 
 

中国帰国者支援・交流センター ウェブサイト https://www.sien-center.or.jp/ 

息を吐いて 息を吸って 

肩を下げる 
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ダ
だ

ー
ー

ク
く

ツ
つ

ー
ー

リ
り

ズ
ず

ム
む

 

 
 

今
こ

年
とし

は戦
せん

後
ご

75年
ねん

という区
く

切
ぎ

りの年
とし

であるが、

その振
ふ

り返
かえ

りもままならないほどに新
しん

型
がた

コ
こ

ロ
ろ

ナ
な

ウ
う

ィ
ぃ

ル
る

ス
す

一
いっ

色
しょく

の年となっている。時
とき

がたてば、

このコロナウイルスの世
せ

界
かい

的
てき

流
りゅう

行
こう

も歴
れき

史
し

の 

一
いち

場
ば

面
めん

となるのだろうか。この太
た

刀
ち

打
う

ちできない

ウイルスの 出
しゅつ

現
げん

で、過
か

去
こ

に繰
く

り返
かえ

された感
かん

染
せん

症
しょう

の歴史が 注
ちゅう

目
もく

された。ペ
ぺ

ス
す

ト
と

、ス
す

ペ
ぺ

イ
い

ン
ん

風
か

邪
ぜ

等
など

の感染症の時
じ

代
だい

を 扱
あつか

った 小
しょう

説
せつ

や書
しょ

籍
せき

が

売
う

れた。 

人
ひと

々
びと

は、現
げん

実
じつ

や未
み

来
らい

への不
ふ

安
あん

や 恐
きょう

怖
ふ

に接
せっ

し

て、過
か

去
こ

の記
き

録
ろく

を辿
たど

り、その時代に起
お

こったこと

を知
し

ることで 将
しょう

来
らい

への見
み

通
とお

しを得
え

ようとしたの

だ。「負
ふ

の歴史」と言
い

われるものは、そこに学
まな

べ

ば現
げん

実
じつ

や未
み

来
らい

の苦
く

難
なん

を乗
の

り越
こ

え、生
い

き抜
ぬ

くため

のヒ
ひ

ン
ん

ト
と

となる。 

  

 2011年
ねん

3月
がつ

、日
に

本
ほん

では 東
ひがし

日
に

本
ほん

大
だい

震
しん

災
さい

が起こ

り、また同
どう

時
じ

に原
げん

子
し

力
りょく

発
はつ

電
でん

所
しょ

の爆
ばく

発
はつ

事
じ

故
こ

も起

き、人や土
と

地
ち

に未
み

曽
ぞ

有
う

の被
ひ

害
がい

が出
で

た。しかし、被

害の当
とう

事
じ

者
しゃ

とならなかった人々の記
き

憶
おく

は、どん

どん遠
とお

のいていく。現
げん

地
ち

の人たちは忘
ぼう

却
きゃく

の流
なが

れに抗
こう

して、復
ふっ

旧
きゅう

もままならない中
なか

で、被
ひ

災
さい

地
ち

への訪
ほう

問
もん

や体
たい

験
けん

者
しゃ

の語
かた

りなどをセ
せ

ッ
っ

ト
と

にした

ツ
つ

ア
あ

ー
ー

を 行
おこな

い始
はじ

め、被災地の「観
かん

光
こう

地
ち

化
か

計
けい

画
かく

」

を 考
かんが

える人も出てきた。そんな中、2013 年ご

ろに「ダークツーリズム」という言
こと

葉
ば

が、日本国
こく

内
ない

でもよく聞
き

かれるようになった。 

 「ダークツーリズム」とは、もともと 1990 年

 ニュース
に ゅ ー す

の言葉
ことば
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栃

代
だい

のイ
い

ギ
ぎ

リ
り

ス
す

で生
う

まれた、観光の概
がい

念
ねん

を 表
あらわ

す言

葉だ。「ダーク」は「闇
やみ

」とか「暗
くら

い」、「ツーリ

ズム」は「観光」という意
い

味
み

で、「ダークツーリ

ズム」とは災
さい

害
がい

、戦
せん

争
そう

、事
じ

故
こ

等
など

で多
おお

くの人 々
ひとびと

が

死
し

んだり悲
ひ

劇
げき

にみまわれたりした現場
げ ん ば

を 訪
おとず

れ、

そこで起きた出
で

来
き

事
ごと

の記憶を継
けい

承
しょう

するという、

学
まな

びを含
ふく

む旅
たび

のことだ。 

有
ゆう

名
めい

なところではポ
ぽ

ー
ー

ラ
ら

ン
ん

ド
ど

のア
あ

ウ
う

シ
し

ュ
ゅ

ビ
び

ッ
っ

ツ
つ

や、日本では広
ひろ

島
しま

の原
げん

爆
ばく

ド
ど

ー
ー

ム
む

や沖
おき

縄
なわ

の「ひ

めゆりの塔
とう

」があり、戦争

関
かん

連
れん

以
い

外
がい

では、過
か

酷
こく

な労
ろう

働
どう

現
げん

場
ば

として知
し

られ、現
げん

在
ざい

は廃
はい

墟
きょ

となっている炭
たん

鉱
こう

跡
あと

や、産
さん

業
ぎょう

遺
い

跡
せき

としての

大
だい

規
き

模
ぼ

工
こう

場
じょう

跡
あと

、高
こう

度
ど

経
けい

済
ざい

成
せい

長
ちょう

の中
なか

で公
こう

害
がい

に

苦
くる

しんだ地
ち

でもある熊
くま

本
もと

県
けん

の水
みな

俣
また

や、栃
とち

木
ぎ

県
けん

の足
あし

尾
お

銅
どう

山
ざん

跡
あと

等
など

がある。それぞれの地
ち

には時
じ

代
だい

の「明
めい

」の裏
うら

側
がわ

で犠
ぎ

牲
せい

になった人々が大
おお

勢
ぜい

おり、

その「暗
あん

」の記
き

憶
おく

をたどる場
ば

所
しょ

を、今
いま

も地
じ

元
もと

に

残
のこ

している。最
さい

近
きん

はこれらの地
ち

が「ダークツーリ

ズム」への関
かん

心
しん

の高
たか

まりとともに訪
ほう

問
もん

者
しゃ

を増
ふ

や

している。 

 

私
わたし

たちに関
かん

連
れん

深
ぶか

い 中
ちゅう

国
ごく

残
ざん

留
りゅう

邦
ほう

人
じん

を知
し

る

ための場所としては、長
なが

野
の

県
けん

阿
あ

智
ち

村
むら

の「満
まん

蒙
もう

開
かい

拓
たく

平
へい

和
わ

記
き

念
ねん

館
かん

」がある。この記念館は、日本で

最
さい

大
だい

の満蒙開拓団
だん

員
いん

を送
おく

り出
だ

し、多
おお

くの犠
ぎ

牲
せい

者
しゃ

を生
う

んだ土
と

地
ち

に 2013 年に開
かい

設
せつ

された。今年 7

周
しゅう

年
ねん

を迎
むか

える。地
ち

の利
り

的
てき

には決
けっ

して便
べん

利
り

な場
ば

所
しょ

とは言えないが、2016 年には当
とう

時
じ

の天
てん

皇
のう

も

訪
ほう

問
もん

し、毎
まい

年
とし

3万
まん

人
にん

程
てい

度
ど

が 訪
おとず

れている。実
じっ

際
さい

に行
い

ってみなければわからない地
ち

勢
せい

的
てき

条
じょう

件
けん

や

村
むら

の風
ふう

景
けい

、そこに住
す

む人々の中に残
のこ

る当時の記
き
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憶
おく

を肌
はだ

で感
かん

じることは、文
も

字
じ

だけではわからな

いリ
り

ア
あ

リ
り

テ
て

ィ
ぃ

があり、亡
な

くなった人々が生きてい

た実
じっ

感
かん

を得
え

ることができる。ここでは、当時を生

きた体
たい

験
けん

者
しゃ

による講
こう

話
わ

や、学
がく

習
しゅう

会
かい

も頻
ひん

繁
ぱん

に

行
おこな

われている。 

「ダークツーリズム」は、近
きん

現
げん

代
だい

の歴史にま

つわる場所が 中
ちゅう

心
しん

で、まだ 新
あたら

しい歴史ゆえに、

その現
げん

場
ば

には、悲
ひ

劇
げき

による 心
こころ

の傷
きず

が癒
い

えていな

い人々もいる。そのような人々の 心
こころ

の傷
きず

を経
けい

済
ざい

活
かつ

動
どう

に使
つか

ってよいのか、という声
こえ

もある。した

がって、訪
ほう

問
もん

する側
がわ

にも一
いっ

定
てい

の 心
こころ

構
がま

えや背
はい

景
けい

知
ち

識
しき

が必
ひつ

要
よう

となる場
ば

合
あい

もあるだろう。また、生
せい

活
かつ

する場
ば

に「ダーク」というイ
い

メ
め

ー
ー

ジ
じ

付
づ

けをして

ほしくないと思
おも

う人もいるようだ。 

しかし、歴史には常
つね

に明
めい

暗
あん

の 両
りょう

面
めん

があり、

ダークツーリズムの場所にも「明」の側
そく

面
めん

があ

る。先
さき

の満蒙開拓記念館も、近
ちか

くには豊
ゆた

かな自
し

然
ぜん

や温
おん

泉
せん

、「日本一
いち

の星
ほし

空
ぞら

」を見
み

られるス
す

ポ
ぽ

ッ
っ

ト
と

もあり、大
たい

変
へん

美
うつく

しい 所
ところ

である。 

 

 

 

 

戦後 75 年を迎え、世
せ

代
だい

交
こう

代
たい

していく中で、戦

争体験者世代の記憶は伝
つた

わりにくくなっている。

しかし、このような歴史的
てき

体験は、先の感染症の

時代を生きた人々の記録のように、未来を生きる

知
ち

恵
え

にもなり得
う

るものである。これからは、どう

やってそれを伝
つた

えていくのか、その継
けい

承
しょう

方
ほう

法
ほう

に工
く

夫
ふう

が必
ひつ

要
よう

となるだろう。「ダークツーリズム」

は現
げん

代
だい

の多
た

様
よう

化
か

する旅の一つとして、歴史記憶

の継承の一
ひと

つの在
あ

り方
かた

といえるのではないだろ

うか。              （Bab）                               
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➀  

 

 

➀微信のアイコン
あ い こ ん

をタップ
た っ ぷ

します。      ②シ
し

ス
す

テ
て

ム
む

言語が中国語であることを確 認
かくにん

。 

 

機
き

器
き

情
じょう

報
ほう

 

簡単
かんたん

！機
き

器
き

操
そう

作
さ

⑩ 微
うぇい

信
しん

の翻
ほん

訳
やく

機
き

能
のう

を使
つか

ってみよう 

※ここではア
あ

イ
い

フ
ふ

ォ
ぉ

ン
ん

の操作を基
き

本
ほん

にしています。ア
あ

ン
ん

ド
ど

ロ
ろ

イ
い

ド
ど

の方
かた

も 

参
さん

考
こう

にしてください。説 明
せつめい

画面
がめん

は、中 国 語
ちゅうごくご

表 記
ひょうき

の画面になっています。 

今 回
こんかい

は微信の翻訳機能を 紹 介
しょうかい

します。翻

訳アプリ
あ ぷ り

をダウンロード
だ う ん ろ ー ど

して使うこともでき

ますが、微信にはもともと多言語
た げ ん ご

の翻訳機能

がついています。簡 単
かんたん

な会話
かいわ

なら手軽
てがる

に翻訳

できます。非 常
ひじょう

に便利
べんり

なので是非
ぜ ひ

試
ため

してくだ

さい。 

中国語である

ことを確認 

 

ここをタップ 
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 ③「微信」をタップします。          ④友 人
ゆうじん

を一人
ひとり

選
えら

んでタップ。

                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ▷ 

⑤翻訳したいメッセージ
め っ せ ー じ

を選んで長
なが

押
お

しする。    ⑥メニュー
め に ゅ ー

の右 端
みぎはし

の ▷ をタップする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここをタップ 

友人を選んでタップ

ここをタップ 

長押しする 
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⑦「 」をタップする。             ⑧中国語が表 示
ひょうじ

される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨以下
い か

のように多言語の翻訳が可能
かのう

です。 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        

                                     

 

 

ここをタップ 

以 上
いじょう

、「微信」の中
なか

の翻訳機能の使い

方を説明してきました。手持
て も

ちのスマホ
す ま ほ

の言語が中国語なら、このように中国語

以外
いがい

のいろいろな言語を中国語に翻訳で

きます。 

もしスマホの言語が日本
にほん

語なら、日本

語以外の言語を日本語に翻訳することが

できます。 

※「微信」はネット
ね っ と

から無 料
むりょう

でダウン

ロードできます。      （Tad） 

スペイン
す ぺ い ん

語 

 

ロシア
ろ し あ

語 

ドイツ
ど い つ

語 

韓国
かんこく

語 
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｢すぐお調
しら

べして、お待
ま

ちいただけますか｣, ~ ｢から/ので｣ ~ 
 

 

1． 「から/ので｣  (理由や根拠の「から/ので」)

《 ～ 》

 
 このコーナーでは皆

みな

さんがよく使
つか

っている日
に

本
ほん

語
ご

の 表
ひょう

現
げん

の中
なか

で間
ま

違
ちが

いやすいものを取
と

り上
あ

げて 紹
しょう

介
かい

しています。思
おも

い当
あ

たる人
ひと

､次
つぎ

から気
き

をつけて使
つか

ってみてくださいね！なお､遠
えん

隔
かく

課
か

程
てい

｢おしゃべり

文
ぶん

法
ぽう

コ
こ

ー
ー

ス
す

｣でこの連
れん

載
さい

内
ない

容
よう

を含
ふく

む項
こう

目
もく

を学
まな

べ

ます！ 

｡

調 ､

  帰
き

国
こく

者
しゃ

二
に

世
せい

の 劉
りゅう

さんは洋
よう

品
ひん

店
てん

に勤
つと

めています。店
みせ

に来
き

た顧
こ

客
きゃく

の質
しつ

問
もん

がすぐには答
こた

えられない内
ない

容
よう

だっ

たので「我马上就查，请您稍等一下好吗？」と伝
つた

えよう

と思
おも

い､｢すぐお調
しら

べして､ お待
ま

ちいただけます

か｣と言
い

ったところ､怪
け

訝
げん

そうな顔
かお

をされました｡どこか

違
ちが

っていたでしょうか｡どう言えばよかったでしょう｡ 

｢

｣

 

, ｢ ｣ ｢ ｣

, ｢ ｣

, , ｢

｣

｢ ｣

  まず､後半
こうはん

｢お待ちいただけますか(请您稍等一下好

吗？)｣は問
もん

題
だい

ないことを確
かく

認
にん

しておきましょう｡「【お＋

ます形】いただけますか｣は丁
てい

寧
ねい

な依
い

頼
らい

の 表
ひょう

現
げん

ですね｡ 

 さて、前
ぜん

号
ごう

で、 断
ことわ

りや謝
しゃ

罪
ざい

の理
り

由
ゆう

や根
こん

拠
きょ

の表現に

｢から｣を使
つか

うと、話
わ

者
しゃ

側
がわ

の主
しゅ

張
ちょう

が強
つよ

く感
かん

じられ、反
はん

感
かん

を持
も

たれる恐
おそ

れがあると述
の

べました。しかし、上の

場
ば

面
めん

で｢すぐ調べる｣ことを告
つ

げるのは顧
こ

客
きゃく

を安
あん

心
しん

させ

るためであり、顧客の利
り

益
えき

に適
かな

うことです。このよう

な場
ば

合
あい

には、｢ので｣や｢から｣が使われます。そして、

顧客相
あい

手
て

の場合は｢ので｣の方
ほう

が無
ぶ

難
なん

です。サ
さ

ー
ー

ビ
び

ス
す

を

提
てい

供
きょう

する側
がわ

は、指
し

示
じ

内容も丁寧な依頼の 形
かたち

で表現

し、より 改
あらた

まった表現として、｢ＡのでＢ｣のＡにも敬
けい

語
ご

を用
もち

いたり、丁寧体
たい

にしたりすることが多
おお

いです。 

 中
ちゅう

国
ごく

語
ご

では前
まえ

の文
ぶん

と後
うし

ろの文
ぶん

の 間
あいだ

に何
なに

もないの

で、日本語にするときに２文
ぶん

を単
たん

純
じゅん

につなぐ｢～て｣を

学
がく

習
しゅう

 
⑥

日
に

本
ほん

語
ご

ワ
わ

ン
ん

ポ
ぽ

イ
い

ン
ん

ト
と

レ
れ

ッ
っ

ス
す

ン
ん

 ～気
き

をつけて！間
ま

違
ちが

って伝
つた

わってるかも？⑥ 
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①〈 〉すみません。午
ご

前
ぜん

の受
うけ

付
つけ

は 終
お

わりましたので、

午後
ご ご

に また いらして下さい。 

②〈 〉他
ほか

の方
かた

の迷
めい

惑
わく

になりますので、携
けい

帯
たい

電
でん

話
わ

での

通
つう

話
わ

はご遠
えん

慮
りょ

下さい。 

③〈 〉お帰りの際
さい

は混
こん

雑
ざつ

しますので、お帰
かえ

りの切
きっ

符
ぷ

は今
いま

のうちにお買
か

い求
もと

めいただくようお願
ねが

いします。 

④〈 〉３時には ( 出
しゅっ

張
ちょう

に)出
で

てしまいま

すので、会
かい

議
ぎ

の時
じ

間
かん

を少
すこ

し早
はや

めていただけないでしょうか。 

①

②

(在电车里)

③

④３

 

 

｢ ｣

雨
あめ

だ → 雨なので／雨ですので 雨だから 

｢から｣は親密な関係でのみ使うため、

原則として丁寧体にはつかない 

元
げん

気
き

だ→ 元気なので／元気ですので  元気だから 

暑
あつ

い → 暑いので 暑いから 

食
た

べる→ 食べるので／食べますので 食べるから 
      

練習 1 ｢～ので～ていただけますか｣

Ａ ：例)すぐ調べる／少々待つ →すぐお調べしますので、少々お待ちいただけますか。 

① 3 時になった／始める    ② いくつか品
しな

物
もの

をご覧
らん

に入
い

れる(=「見せる」的謙譲語)／その中から選
えら

ぶ 

③ 今日の受付時間は終わった／明日来る 

Ｂ 例)すぐ調べる／ちょっと待つ→すぐ調べるので、ちょっと待ってもらえますか 

① よくわからなかった／もう一
いち

度
ど

説
せつ

明
めい

する   ② 急
いそ

ぎの用
よう

件
けん

だ／今日中に終わらせる 

③ 早く終わらせたい／今日来る 
 

2. ｢ので｣ 「から」  (意見表明する｢ので｣、主張する「から」) 
 

   

「から」 ⇒

(強く理由や根拠を主張したいとき⇒話し手の心情を表すのに適している) 

「ので」… ,  
(客観的・確実な理由を丁寧に述べて意見を言ったり説明したり、依頼したりするとき 

⇒ (推測には使えない) 例) ｢今日は雪になるだろうので､雪靴を履いていこう｣  
 

｢ので/から｣ 。

使う人が多いのですが、この機
き

に｢ので/から｣の用
よう

法
ほう

を

覚
おぼ

えましょう。以
い

下
か

の例
れい

を見て下さい。 

｢ ｣

｢ ｣ ｢ ｣

 
 続いてやっと｢から｣の登場です。ここで｢ので｣と

｢から｣の違いを確認しておきましょう。 
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〈 〉 

⑤雨が降
ふ

りそうだから、傘
かさ

持って行った方がいいよ。 

⑥買ってきてほしいものがあるから、駅に着
つ

いたら電話して。 

⑦冷
れい

蔵
ぞう

庫
こ

におやつが入
はい

ってるから、食べていいよ。 

⑧３時に なったから、少
すこ

し 休
きゅう

憩
けい

しよう。 

〈上司对部下〉

⑨午後から会
かい

議
ぎ

だから、資
し

料
りょう

、 準
じゅん

備
び

しといて※。 

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

※｢～といて｣：｢～ておいて｣
 

 

練習 2 （ 「～て」）

① すぐ調べ{ますから・ますので・まして}、お待ちいただけますか。 

②( )午後
ご ご

から会
かい

議
ぎ

{だから・なので・で}､資
し

料
りょう

､ 準
じゅん

備
び

しといて。 

③(下 )午後
ご ご

から会
かい

議
ぎ

{ですから・ですので・でして}､資
し

料
りょう

､ご 準
じゅん

備
び

いただけますか。 

④ )今日の受付時間は終わり{ましたから・ましたので・まして}、明日またお越
こ

し下さい。 

⑤(下 )電車が遅れ{ましたから・ましたので・まして}､少し遅
ち

刻
こ く

してしまうかもしれません。 

⑥(下 ) 用
よう

事
じ

が{ありますから・ありますので・ありまして}､休ませていただきたいんですが…。 

⑦ )風邪
か ぜ

{ひくから・ひくので・ひいて}、靴下
くつした

を履
は

いていきなさい! 

⑧ 冷蔵庫におやつが{入ってるから・入ってるので・入ってて}、食べていいよ～。 
 

 
 
 
 

 

 

 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
練習 1

1
 A① 3 時になりましたので、始めていただけますか。② いくつか品物をご覧に入れますので、その中から選んでいた

だけますか。③ 今日の受付時間は終わりましたので、明日来ていただけますか(お越しいただけますか)、B① よくわからなか
ったので、もう一度説明してもらえますか。② 急ぎの用件なので、今日中に終わらせてもらえますか。 ③ 早く終わらせたい
ので、今日来てもらえますか。 

練習２
1
 ①ますので ②だから ③ですので ④ましたので ⑤まして ⑥ありまして ⑦ひくから ⑧入ってるから 

最后一个问题:｢すぐお調べしますので、少々お待ちいただけますか｣ 

･ ･ ･

｢ ｣

｢ ｣

 家
か

族
ぞく

、同
どう

輩
はい

や目
め

下
した

に対
たい

して説
せつ

明
めい

や意
い

見
けん

をするとき

や命
めい

令
れい

･指
し

示
じ

･勧
かん

誘
ゆう

･
・

忠
ちゅう

告
こく

するときに｢から｣が使わ

れます。以下の場面で｢ので｣を使うと、 逆
ぎゃく

にややよ

そよそしくて不
ふ

自
し

然
ぜん

に聞こえます。 

  というわけで、劉さんが何と言えばよかったかもう

おわかりですね。下に書き出してみましょう。 (An) 
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          ニ
に

ュ
ゅ

ー
ー

ス
す

記
き

事
じ

から  

 

 

 

 

 

 2019 年 12 月 1
つい

日
たち

（日
にち

） 

兵
ひょう

庫
ご

県
けん

尼 崎
あまがさき

市
し

で 11 月 30 日、「中国残留日本
に ほ ん

人
じん

への理
り

解
かい

を深
ふか

める集
つど

い」が開
ひら

かれ、中国に残留し

た 弟
おとうと

を探
さが

し続
つづ

けて再
さい

会
かい

を果
は

たした田
た

中
なか

義
よし

裕
ひろ

さん

(87)が体
たい

験
けん

を語
かた

った。田中さんは 1943 年、 両
りょう

親
しん

と 兄
きょう

弟
だい

の計
けい

7人
にん

で開
かい

拓
たく

団
だん

に加
くわ

わり、旧
きゅう

満
まん

洲
しゅう

に渡
わた

った。父
ちち

が亡
な

くなり、終
しゅう

戦
せん

後
ご

、母
はは

は 幼
おさな

かった 弟
おとうと

2 人
ふたり

を現
げん

地
ち

の中国人に預
あず

けたのだという。田中さん

は「当
とう

時
じ

はそうするしかなかった。悲
ひ

惨
さん

だった」と

振
ふ

り返
かえ

った。 

 

12 月 11 日（水
すい

） 

 厚
こう

生
せい

労
ろう

働
どう

省
しょう

は、中国残留邦人
ほうじん

２
に

名
めい

の 集
しゅう

団
だん

一
いち

時
じ

帰
き

国
こく

 (一
いっ

行
こう

４
よん

名
めい

：残留邦人２名、介
かい

護
ご

人
にん

２名)の日
にっ

程
てい

が、12 月 12 日(木
もく

)から 12 月 24 日 (火
か

)までの

13日
にち

間
かん

になったと発
はっ

表
ぴょう

した。公
こう

益
えき

財
ざい

団
だん

法
ほう

人
じん

中国

残留孤
こ

児
じ

援
えん

護
ご

基
き

金
きん

に委
い

託
たく

して 行
おこな

う。日本
に ほ ん

滞
たい

在
ざい

中
ちゅう

は、肉
にく

親
しん

や知
ち

人
じん

との再会
さいかい

、墓
ぼ

参
さん

のほか、東
とう

京
きょう

近
きん

郊
こう

見
けん

学
がく

などを行う。 

 

12 月 22 日（日） 

 これまでに中国帰国者ら200人近
ちか

くのイ
い

ン
ん

タ
た

ビ
び

ュ
ゅ

ー
ー

を続
つづ

けてきた埼
さい

玉
たま

県
けん

川
かわ

越
ごえ

市
し

の元
もと

短
たん

大
だい

講
こう

師
し

・藤
ふじ

沼
ぬま

敏
とし

子
こ

さんが、このほど 証
しょう

言
げん

集
しゅう

『不
ふ

条
じょう

理
り

を生
い

き抜
ぬ

いて──34 人の中国残留婦
ふ

人
じん

たち』を 出
しゅっ

版
ぱん

した。

本
ほん

人
にん

たちの語りをほぼそのまま記
しる

し、貴
き

重
ちょう

な口
こう

述
じゅつ

の歴
れき

史
し

資
し

料
りょう

となっている。 

 

2020 年 1 月 3
みっ

日
か

（金
きん

） 

 1 月 3 日付
づけ

『朝
あさ

日
ひ

新
しん

聞
ぶん

』に、中国在
ざい

住
じゅう

の日本人

 

（2019年
ねん

12月
がつ

1 日
ついたち

～2020 年 5 月 31日
にち

）  

～ 中
ちゅう

国
ごく

残
ざん

留
りゅう

邦
ほう

人
じん

等
とう

・ 中
ちゅう

国
ごく

（サ
さ

ハ
は

リ
り

ン
ん

）帰
き

国
こく

者
しゃ

関
かん

連
れん

のニ
に

ュ
ゅ

ー
ー

ス
す

～ 
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残留孤児・渡
わた

部
なべ

宏
こう

一
いち

さん(84)のインタビュー記事が

掲
けい

載
さい

された。渡部さんは山
やま

形
がた

県
けん

で生
う

まれ、5歳
さい

の時
とき

に家
か

族
ぞく

と共
とも

に 旧 満 州
きゅうまんしゅう

へ渡
わた

ったのち、戦
せん

争
そう

の混
こん

乱
らん

で日本人残留孤児となった。今
いま

も「王
おう

林
りん

起
き

」として

養
よう

母
ぼ

と北
ぺ

京
きん

で暮
く

らしており、二
ふた

つの祖
そ

国
こく

の 間
あいだ

で揺
ゆ

れ続
つづ

けた人
じん

生
せい

を振り返っている。（ 注
ちゅう

：渡部宏一さ

んは自
じ

伝
でん

「我在中国 75 年（ 私
わたし

の中国での 75 年）」

を中国で 出
しゅっ

版
ぱん

している。） 

 

2 月9 日
ここのか

（日）          

北
きた

九
きゅう

州
しゅう

市
し

で 2 月 9 日、中国帰国者支
し

援
えん

のため

のボ
ぼ

ラ
ら

ン
ん

テ
て

ィ
ぃ

ア
あ

研
けん

修
しゅう

会
かい

「まなびや」～中国帰国者

の歴
れき

史
し

、今
いま

、これからを 考
かんが

える～が開
かい

催
さい

された。

九 州
きゅうしゅう

中国帰国者支援・交
こう

流
りゅう

セ
せ

ン
ん

タ
た

ー
ー

の主
しゅ

催
さい

によ

るもので、会
かい

では中国残留邦人が生
う

まれた背
はい

景
けい

や、

中国帰国者の現
げん

状
じょう

についての講
こう

演
えん

や、「中国残留邦

人等の体
たい

験
けん

と労
ろう

苦
く

を伝
つた

える戦
せん

後
ご

世
せ

代
だい

の語
かた

り部
べ

」に

よる講
こう

話
わ

が行われた。講話は、帰国者２
に

世
せい

である語

り部が、残留孤児である母の体験を語った。 

 

2 月 13 日（木） 

 ド
ど

キ
き

ュ
ゅ

メ
め

ン
ん

タ
た

リ
り

ー
ー

映
えい

画
が

『日本人の忘
わす

れもの フ
ふ

ィ
ぃ

リ
り

ピ
ぴ

ン
ん

と中国の残留邦人』の完
かん

成
せい

披
ひ

露
ろう

試
し

写
しゃ

会
かい

が 2 月

13 日夜
よる

、参
さん

議
ぎ

院
いん

会
かい

館
かん

講
こう

堂
どう

で開
ひら

かれた。フィリピン

残留日本人と中国残留邦人それぞれの歴
れき

史
し

的
てき

背
はい

景
けい

や、国
こく

籍
せき

回
かい

復
ふく

への道
みち

を描
えが

き、現
げん

状
じょう

の問
もん

題
だい

を浮
う

き彫
ぼ

りにした作
さく

品
ひん

。全
ぜん

国
こく

で 順
じゅん

次
じ

公
こう

開
かい

予
よ

定
てい

。 

 

4 月6 日
むいか

（月
げつ

） 

 高
こう

知
ち

市
し

に、終戦後
しゅうせんご

に中国の旧満洲に取
と

り残
のこ

され、

後
のち

に日本に戻
もど

った中国残留邦人やその家
か

族
ぞく

の憩
いこ

いの

場
ば

となっている通
つう

所
しょ

介
かい

護
ご

施
し

設
せつ

があると『毎日
まいにち

新聞』

で紹介された。2006 年に開
かい

所
しょ

した「やまもも」だ。

在
ざい

籍
せき

者
しゃ

40 人のうち、70～90代
だい

の 8人
にん

が中国残留邦

人やその配
はい

偶
ぐう

者
しゃ

。 職
しょく

員
いん

が 中
ちゅう

国
ごく

語
ご

を練
れん

習
しゅう

するな

どして受
う

け入
い

れ態
たい

勢
せい

を 整
ととの

え、一
いっ

般
ぱん

利
り

用
よう

者
しゃ

と分
わ

け隔
へだ
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てなく過
す

ごせる空
くう

間
かん

が好
こう

評
ひょう

という。 

 

４月８日
よ う か

（水） 

 日本サ
さ

ハ
は

リ
り

ン
ん

協
きょう

会
かい

発
はっ

行
こう

の『チ
ち

ャ
ゃ

イ
い

カ
か

』

によれば、今
こん

年
ねん

度
ど

のサハリンおよび大
たい

陸
りく

からの 集 団
しゅうだん

一時
い ち じ

帰国
き こ く

の日程
にってい

が、新型
しんがた

コ
こ

ロ
ろ

ナ
な

ウ
う

イ
い

ル
る

ス
す

の影
えい

響
きょう

により変
へん

更
こう

された。変更後
ご

の日程は８月

17 日～27 日、９月 28 日～10 月 8 日となったが、

感染拡
かく

大
だい

が続
つづ

けば、予
よ

定
てい

はさらに変
へん

更
こう

される可
か

能
のう

性
せい

があるという。（注：例
れい

年
ねん

5 月に行われていた。） 

 

5 月 13 日（水） 

 『毎日新聞』は、兵庫県尼崎市の中国残留邦人向
む

け通所介護施設「三
さん

和
わ

之
の

家
いえ

」が、新型コロナウイル

ス感染拡大の影響で苦
く

境
きょう

に 陥
おちい

っていると伝
つた

えた。 

 「三和之家」は田
た

山
やま

華
はな

栄
え

さん(61)が今
こ

年
とし

１月に開
かい

設
せつ

したばかりで、前
ぜん

年
ねん

の売
う

り上
あ

げが要
よう

件
けん

となる国
くに

の持
じ

続
ぞく

化
か

給
きゅう

付
ふ

金
きん

は対
たい

象
しょう

外
がい

だ。残留邦人の老
ろう

々
ろう

介
かい

護
ご

や

一
ひと

人
り

暮
ぐ

らしの様
よう

子
す

を見
み

てきた田山さんは、「共
とも

に生
い

きる施
し

設
せつ

は絶
ぜっ

対
たい

に必
ひつ

要
よう

」と運
うん

営
えい

資
し

金
きん

の確
かく

保
ほ

に奔
ほん

走
そう

しているという。 

 

 

 

 中
ちゅう

国
ごく

帰
き

国
こく

者
しゃ

のための 共
きょう

同
どう

墓
ぼ

地
ち

 

（ ）

夏
なつ

号
ごう

で時
とき

折
おり

ご 紹
しょう

介
かい

している、各
かく

地
ち

の中国帰国者のための共同墓地については、

上
じょう

記
き

ウ
う

ェ
ぇ

ブ
ぶ

サ
さ

イ
い

ト
と

の『天
てん

天
てん

好
こう

日
じつ

』75号
ごう

（平
へい

成
せい

29(2017）年
ねん

8月
がつ

）をご参
さん

照
しょう

下
くだ

さい。 

(この 情
じょう

報
ほう

は 2019 年に確
かく

認
にん

済
すみ

です)  
 

◆

◆ご 注
ちゅう

意
い

：本
ほん

欄
らん

の内容
ないよう

は、一
いっ

般
ぱん

の新
しん

聞
ぶん

などで報
ほう

道
どう

された内容
ないよう

を中心に要
よう

約
やく

して掲
けい

載
さい

しています。したが

って、政
せい

府
ふ

が公
こう

式
しき

に発
はっ

表
ぴょう

したものではなく、一
いち

部
ぶ

には

報道
ほうどう

機
き

関
かん

の観
かん

測
そく

記
き

事
じ

なども含
ふく

まれています。 
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今年
こ と し

は戦
せん

後
ご

75
７ ５

年
ねん

という節
ふし

目
め

を迎
むか

えましたが、思
おも

っても

みない新
しん

型
がた

コ
こ

ロ
ろ

ナ
な

ウ
う

イ
い

ル
る

ス
す

の感
かん

染
せん

拡
かく

大
だい

で、世
せ

界
かい

中
じゅう

がウイ

ルスと 闘
たたか

う年
とし

になってしまいました。今号
こんごう

では、この春
はる

の 状
じょう

況
きょう

を元
もと

に、ウイルス特
とく

集
しゅう

を組
く

みました。 

首
しゅ

都
と

圏
けん

セ
せ

ン
ん

タ
た

ー
ー

でも、３月
がつ

の普
ふ

及
きゅう

啓
けい

発
はつ

のイ
い

ベ
べ

ン
ん

ト
と

が

中止
ちゅうし

になり、日本語
に ほ ん ご

教 室
きょうしつ

や交
こう

流
りゅう

活
かつ

動
どう

も一
いち

時
じ

閉
へい

鎖
さ

。当
とう

事
じ

務
む

所
しょ

は急
いそ

いで在
ざい

宅
たく

勤
きん

務
む

等
とう

の環
かん

境
きょう

を 整
ととの

え、在宅でも外
がい

部
ぶ

からの問
と

い合
あ

わせや相
そう

談
だん

に応
おう

じられるようになりました。

オ
お

ン
ん

ラ
ら

イ
い

ン
ん

で日本語と交流活動の授
じゅ

業
ぎょう

を 行
おこな

ったク
く

ラ
ら

ス
す

もあります。 

皆
みな

さんはどんな生
せい

活
かつ

を送
おく

られていますか？ 新型コ

ロナウイルスは人
ひと

によって 急
きゅう

速
そく

に 重
じゅう

症
しょう

化
か

するという

のが恐
おそ

ろしいですね。ワ
わ

ク
く

チ
ち

ン
ん

や治
ち

療
りょう

薬
やく

ができるまで、

しばらくはコロナ禍
か

による生
せい

活
かつ

範
はん

囲
い

の狭
せば

まり、学
がく

習
しゅう

の

機
き

会
かい

の制
せい

限
げん

などを辛
しん

抱
ぼう

するしかないようです。なんと

か新型コロナとの 共
きょう

存
ぞん

生活を工
く

夫
ふう

していきましょう。 

(M.O) 
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 東北中国帰国者支援・交流センター(東北センター) 

〒980-0014 宮城県仙台市青葉区本町 3-7-4  
宮城県社会福祉会館内  TEL：022-263-0948 
 

東海・北陸中国帰国者支援・交流センター(東海北陸センター) 
〒461-0014 愛知県名古屋市東区橦木町 1-19 
日本棋院中部会館６階 TEL：052-954-4070 
 

近畿中国帰国者支援・交流センター(近畿センター) 
〒530-0026 大阪府大阪市北区神山町 11-12 
TEL：06-6361-6114 
 

中国・四国中国帰国者支援・交流センター(中四国センター) 
〒732-0816 広島県広島市南区比治山本町 12-2 
広島県社会福祉会館５階 TEL：082-250-0210  
 

九州中国帰国者支援・交流センター(九州センター) 
〒816-0804 福岡県春日市原町 3-1-7 
クローバープラザ東棟 4 階 TEL: 092-589-6667 

 

 

 

 

〔編集発行〕 
中国帰国者支援・交流センター(首都圏センター) 
 〒110-0015 東京都台東区東上野 1-2-13 
 カーニープレイス新御徒町 7 階 
 TEL：03-5807-3171／FAX：03-5807-3174 
 E-mail：info@sien-center.or.jp 
 https://www.sien-center.or.jp 

 

 

今後、『天天好日』の送付をご希望されない方は首都圏センター(03-5807-3171)までご連絡ください。 


